
経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　伊丹市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H29 H30 R01 R02 R03

13,289 11,909

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 202,929 227,076 225,136

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 14,752 14,972 15,270

210,074

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

208 - 有 無

220,028

- 79.2 2,564 93

H29 H30 R01 R02

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国等に
よる行動制限の影響で、昨年度に引き続き非常に厳し
い１年となりましたが、制限解除後は徐々に利用者数
は回復し、乗車料収入は前年度を上回りました。　①
経常収支比率は約10ポイント悪化していますが、これ
は前年度あった一般会計からの補助金(コロナ禍にお
いて運行を継続するための支援金3億円)が皆減となっ
たことによるものです。　一方、②営業収支比率は、
乗車料収入の増加もあり僅かですが改善しています。
両比率とも平均値を下回っており、利用実態に見合っ
たダイヤによる運行の効率化に努めながら、利用者数
の回復に向けた取り組みを進めていく必要があると考
えています。　③流動比率は、平均値を大きく上回っ
ていますが、約3億円の純損失の計上による資金の減
少により、前年度との比較では約78ポイント悪化して
います。　④累積欠損金比率についても、2年連続で
赤字決算となったことから、大きく上昇しています。
⑤利用者1回当たりの他会計負担額、及び⑥利用者1回
当たりの運行経費ですが、他会計補助金及び運行経費
は前年度より減少しているものの、分母となる利用者
数が減少していることから比率としては上昇していま
す。これは、今年度から定期券のIC化に伴い人員算定
方法を見直したため、利用者数の算定数値が減少した
ことが大きく影響しており、前年度と同様の方法で算
定した利用者数を用いると当該比率は前年度より低く
なります。⑦他会計負担比率は、前述のとおり他会計
補助金及び運行経費が減少しているため減少していま
す。⑧企業債残高対料金収入比率は、乗車料収入が前
年度から増となったため若干低下しています。⑨有形
固定資産減価償却率は、バス車内混雑情報提供システ
ム等、新たに取得した資産があったこともあり、前年
度より僅かに下がっています。保有資産については本
来、計画的に更新することが理想ですが、厳しい経営
環境において、安全面に配慮しつつ可能な限り長寿命
化を図ることも検討する必要があると考えています。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 100.9 100.5 100.3 97.2 87.5 当該値 90.8 90.0

R03 H29 H30 R01 R02R03 H29 H30 R01 R02R03

平均値 103.3 102.4 98.5 83.7 89.7 平均値

243.6 440.689.6 72.7 75.8 当該値 331.2 285.3

94.0 93.2 89.9 71.4 76.9 平均値

19.5 27.8 43.9362.7 当該値 19.8 19.4

62.9 34.8 35.1 58.4 66.5

2. 経営の効率性について

156.7 155.3 154.2 126.8 108.4 平均値

R01 R02 R03R03 H29 H30R01 R02R01 R02 R03 H29 H30H29

73.584.6 72.2

■当該値⑥ 154.4 153.7 151.1 173.4

19.6 19.8 48.2 52.3 49.6 当該値8.9 9.9 9.8 9.5 9.3 当該値

53.2190.5 平均値 8.0

■当該値⑤ 84.0

■平均値⑥ 180.1 182.9 190.5 244.7 231.7

67.213.8 15.2 14.7 16.6 17.6 当該値

75.4

■平均値⑤ 14.5 14.7 14.2 23.4 23.9

56.9 平均値 77.8 77.4 74.9 74.510.3 平均値 21.9 23.3 29.58.0 7.5 9.6

2. 経営の効率性

全体総括

　収入の根幹である乗車料収入は、国等による行動制
限がない中で徐々には回復しているものの、大幅な回
復には至っていない状況です。
　すでに、リモートワークやオンラインショッピング
など新しい生活様式が定着しつつあり、コロナ前の利
用者数には戻らないと想定しています。
　令和３年１２月には、コロナ禍を受け策定を延期し
ていた伊丹市市交通事業経営戦略の後期行動計画であ
る「伊丹市交通事業第４次アクションプラン」を策定
しました。
　利用実態に応じた効率的なダイヤ編成等、運行の効
率化による経費節減や、利便性向上による輸送需要の
回復・拡大など、当該計画を着実に推進し、引き続き
経営改善に努めていきたいと考えています。

H29 H30 R01 R02 R03

　本市が運行している路線は狭隘道路が多く、バス停
の間隔も短いことから、走行速度が遅く、頻繁に停
止・発進を繰り返すため、走行キロ当たりの各指標の
数値は、高くなる傾向にあります。
　①走行キロ当たりの収入は、乗車料収入の回復によ
り前年度より増加しています。②走行キロ当たりの運
送原価は、経常経費が減少している影響で前年度から
減少しています。③走行キロ当たりの人件費は、走行
キロ、人件費とも前年度から大きな変動がなかったた
め、前年度から大きな変化はありません。
④乗車効率は、定期券IC化に伴う乗車人員算定方法の
変更により年間乗車人員が減少しているため減少して
います。
　なお、利用者の減少に伴い、昨年度から一部減便し
た臨時ダイヤでの運行を行っていますが、今年度も同
ダイヤによる運行を継続しました。

H30 R01 R02 R03 H29 H30

当該値 729.08 730.21 724.89 658.27

H29 R01 R02 R03R03

20.0698.47 当該値 21.6 21.3 19.4 22.2

平均値 522.02 549.91

793.42 807.26 802.92 891.74

H29 H30

887.36 当該値 625.23 638.24 636.18 693.79

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03

679.44 当該値

18.1 14.2 15.4

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

315.87 341.69 332.35 平均値 18.4 18.3559.71 559.68 560.93 平均値 278.25 292.81平均値 527.42 575.61 570.35 454.43 502.36
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